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本調査では,前年度に引き続き図 1に示したクロノリ養殖漁場調査定点において水温,塩分および栄養塩

類（DIN,PO4-P）の測定を行った。調査期間は 9 月下旬から翌年 3 月上旬までとし,概ね月 2 回,計 14 回

実施した。なお,本調査は前年と同様に,徳島県ノリ協会研究部の活動の一環として同研究部と共同で実

施したものである。また,調査期間中の気象については,徳島地方気象台の観測結果を気象月報から引用

した。 

 

調査結果 

1 気  象 

  期間中（9月下旬～3月下旬）の気温,降水量および日照時間について,旬毎の観測結果と平年値を図

2～4に示した。 

  気温は,9月下旬～10月上旬の間,1月下旬および3月中旬以降は平年値よりも低めで推移し,その他

の期間は高めあるいはほぼ平年並であった。11月中旬には平年値を 4℃近く上回った。また,1月下旬

には 5℃以下と期間中で最低であった。 

降水量は,10 月上旬と 11月中旬に多く,特に 11月中旬では 200mm 弱の量であった。12 月下旬～2月

上旬にかけて少なかった。期間中の降水量（mm）は,平成 5年度が 582.5,平年が 555.8 であった。 

  日照時間は,11 月中旬,12 月中旬および 1 月中旬で特に少なく,3 月中・下旬で多かった。期間中の

総日照時間は,平成 5年度が 982.8 時間,平年が 969.4 時間であった。 
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図 2 徳島における気温の推移 
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図 3 徳島における降水量の推移 

 

図 4 徳島における日照時間の推移 

 

2 海  象 

 1）水  温 

 表 1に各漁場の水温を示した。水温は 9月下旬または 10月上旬にかけて各漁場とも低下し,最も低

かったのは 2月上・中旬で,過去 6年間平均と比べて本年は低めに推移した。11月 1日に 20℃を下回

る漁場が出始め,この時に最も低かったのは渭東の 16.0℃であった。水産試験場鳴門分場の汲み上げ

海水温の旬別平均値では,9 月下旬～10月中旬にかけて平年よりも低めで推移したが,それ以降は平年

並か高めで推移した（図 5）。 
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表 1 各漁場における水温（℃） 
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図 5 水産試験場鳴門分場の汲み上げ海水温の旬別平均値 

 

 2）塩  分 

  表 2 に各漁場の塩分を示した。本年は夏期から低塩分状態が継続したため全体的に低めで推移し,

河川水の影響の少ない北灘においても 32以上になることはなかった。 

  3）栄養塩（μg－at／ ） 

  各漁場における DIN を表 3に,PO4-P を表 4に示した。川内 1で DIN,PO4-P ともに最も高く,河口域の

漁場で高い傾向がみられた。平成 6 年に入り 1 月 12 日～2 月 10 日の間,紀伊水道西部全域において

Eucampia を原因種とする赤潮が発生し,2月上・中旬に顕著な栄養塩濃度の低下がみられ,特に南部の

漁場で低かった。 
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表 2 各漁場における塩分 
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表 3 各漁場における DIN（μg/-at/l） 
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表 4 各漁場における PO4-P（μg/-at/l） 

 


